
日頃から経済産業省が実施しております各種統計調査に御協力をいただき、ありがとうございます。

また、経済産業省生産動態統計調査につきましては、業務御多忙中のところ毎月御提出をいただき

重ねて御礼申し上げます。

この調査は、統計法に基づく基幹統計『経済産業省生産動態統計』を作成するための基幹統計調査

であり、鉱工業生産の動態を明らかにし、鉱工業に関する施策の基礎資料を得ることを目的としてお

ります。皆様に御提出していただいた貴重な調査票は、厳重な管理のもと、当省において集計され、

生産動態統計の速報、確報及び時系列表として毎月公表しているほか、翌年には年報として公表して

おります。当省では、これらの調査結果をより多くの方々に使っていただくためにホームページでの

公表を行っております。

この統計通信においても、ほんの一例ではありますが、公表しているデータを使用して調査品目の

最近の動向について掲載しました。

下記のＵＲＬよりホームページにアクセスいただき、掲載データを活用していただけましたら幸い

です。 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/
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生産動態統計ホームページで御覧いただける主な内容

⚫ 調査の概要

⚫ 調査票及び記入要領

⚫ 調査品目の検索表

⚫ 調査品目の変遷

⚫ 生産動態統計通信

⚫ 生産動態統計 速報・・・・翌月末公表

⚫ 生産動態統計 確報・・・・翌々月中旬公表

⚫ 時系列表・・・・・・・・・翌々月中旬公表

⚫ 生産動態統計 年報・・・・翌年６月頃公表

当面の公表スケジュール

速報（８時５０分） 確報（１３時３０分）

２０２２年１１月分 ２０２２年１２月２８日 ２０２３年 １月１８日

２０２２年１２月分 ２０２３年 １月３１日 ２０２３年 ２月１４日

２０２３年 １月分 ２０２３年 ２月２８日 ２０２３年 ３月１６日

生産動態統計通信

鉱工業に関する施策の基礎資料

鉱工業指数(IIP)、国民経済計算(SNA)の四半期別GDP速報、産業連関表等の二次加工統計の基礎資料

地域産業施策、地域振興施策のための基礎資料

業界団体における当該業界の業況把握、需要予測などの基礎資料

大学、民間の研究機関における経済見通し、経済動向分析、業種動向分析等の基礎資料

主な利活用状況



生産動態統計を見ると、約１，６００品目の鉱工業製品の生産・出荷・在庫の数量や金額等について、品目

ごとの毎月の動きが分かります。公表しているデータを使って、特徴的な動きをしている品目を中心に最近の

動向についてご紹介します。※データは調査対象事業所の見直し等による断層処理を行っています。

データの利用について

デ
ー
タ
の
利
用
例
（
そ
の
１
） 新型コロナ感染症の流行時にマスクとともに店頭から姿を消してしまったものの一つに、消毒用

エチルアルコール製剤（以下、消毒用製剤）がありました。新型コロナ感染症の流行拡大に伴い、
消毒用製剤の原料となるエチルアルコールも増産され現在に至っています。新型コロナ感染症の流
行前と比べると、一ヶ月当たりのエチルアルコールの販売数量は平均6,900KL増加しています。
また、「事業法アルコールの用途別需要数量」を確認したところ、消毒用製剤等の用途で年間

93,000KLの需要増加が発生していることが分かります。エチルアルコールの増産部分のほとんど
全てが消毒用製剤等の需要増加分に流れていったものと推測されます。

デ
ー
タ
の
利
用
例
（
そ
の
２
）

ハイブリッド自動車、電気自動車等の電源
として利用される車載用リチウムイオン蓄電
池の生産数量は増加傾向にあり、リチウムイ
オン蓄電池全体の生産数量に占める割合は、
調査を開始した2012年では8.9%でしたが、
2021年には72.9%となっています。
また、貿易統計でリチウムイオン蓄電池の

輸出数量の推移を見ると、車載用リチウムイ
オン蓄電池の生産数量の推移と同様の動きが
見て取れることから、主に国外向けに生産し
ていることが示唆されます。特に米国向けの
輸出割合が大きく伸びています。
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エチルアルコール販売数量及び
新型コロナ新規陽性者数の比較

新型コロナ新規陽性者数（万人）（右目盛り）

販売数量（KL）

201707-201912の平均販売数量（32,379KL）

202001-202207の平均販売数量（39,256KL）

販売数量（KL)

新型コロナ
新規陽性者数
(万人)
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事業法アルコールの用途別需要数量
（2019年度と2020年度の比較）

2019年度 2020年度

（単位：KL)

出所:(一社)アルコール協会

消毒用製剤等の用途で合計で93,000KL増加している

新型コロナ感染症の流行前後の
エチルアルコールの販売数量が
平均6,900KL/月増加している
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リチウムイオン蓄電池（車載用）及び（その他）の
生産数量の推移
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リチウムイオン蓄電池（その他） 生産数量

(百万個)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

リチウムイオン蓄電池の輸出国別推移

アメリカ合衆国 中華人民共和国 その他

(百万個)

出所：貿易統計

8.9%

91.1%

２０１２年のリチウム
イオン蓄電池の構成比

リチウムイオン蓄電池（その他）

生産数量

72.9%

27.1%

２０２１年のリチウム
イオン蓄電池の構成比

リチウムイオン蓄電池（車載用）

生産数量

年

年



デ
ー
タ
の
利
用
例
（
そ
の
３
）

デ
ー
タ
の
利
用
例
（
そ
の
４
）

コークスは石炭を乾留（蒸し焼き）して炭素部分だけを残した高温で燃焼する燃料で、主な用
途は製鉄用の燃料です。販売数量及び販売金額を見ると、販売数量は大きな変動はないのですが、
販売金額は直近１年で約2.2倍に増加しています。原料の石炭はほぼ100％輸入されている品目で
すが、コークス用石炭の円建て輸入価格を貿易統計で見ると直近1年で約4.5倍に高騰しています。
これはロシアのウクライナ侵攻に端を発している欧州の天然ガス供給停止に備えた対策やアジア
新興国での旺盛な石炭需要などによる価格高騰と急激な円安によるものです。石炭の誘導品であ
るコークスも原料炭の価格高騰を受けて価格が急上昇したことがよく分かります。

二輪自動車用タイヤの生産数量は、近年堅調に推移しています。2020年にはコロナ禍で生産が一
時的に減少しましたが、二輪自動車が「密を避けて移動できる有効な手段」と認識され、特に軽二
輪自動車及び小型二輪自動車において「ライフスタイルの再考」「自粛下でも楽しめる趣味」とい
う価値観の増加による二輪自動車への再評価等を背景に、二輪自動車の生産が回復してきているこ
とも寄与していると推測されます（※）。このようなことから2021年の二輪自動車用タイヤの生産
数量はコロナ禍前である2019年と比べ約13％増加しており、また二輪自動車用の新品タイヤの輸出
量も、2021年は2019年と比べ約15%増加しています。
(※）一般社団法人日本自動車工業会「2021年度二輪車市場動向調査」参照

デ
ー
タ
の
利
用
例
（
そ
の
５
）
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乗用車の生産台数と生産金額の推移

軽自動車 生産数量 小型自動車 生産数量

普通自動車 生産数量 乗用車 生産金額（右目盛り）

（万台） （千億円）

年

乗用車の生産台数は、2011年の東日本大震災、タイ大洪水の影響で落ち込んだ後は順調に伸びてきてい
ましたが、2020年の新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、企業の操業停止や半導体などの部材供給不
足などの影響から大幅に落ち込んでいます。他方、乗用車のハイブリッド車比率に関しては2011年から10
年間で20％以上上昇しており、その背景としてカーボンニュートラルな社会を目指した政策に合わせた各
メーカーの取り組みが徐々に反映され、また環境に配慮した自動車に対する各種補助金や税制措置などの活
用によりハイブリッド車の需要が増えてきているものと推測されます。
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コークス用石炭円建て輸入価格（千円/ｔ）（百万円）
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二輪自動車（軽二輪・小型二輪）の生産数量の推移(千台)
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注：軽二輪（気筒容積125mlを超え250ml以下）
小型二輪（気筒容積250mlを超えるもの）
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二輪自動車用タイヤの生産数量及び輸出数量の推移
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線形 (二輪自動車用タイヤ輸出)

(千本)

年

輸出量出所：貿易統計

出所：貿易統計

0

200

400

600

800

1,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2
0
17
0
5

2
0
17
0
8

2
0
17
1
1

2
0
18
0
2

2
0
18
0
5

2
0
18
0
8

2
0
18
1
1

2
0
19
0
2

2
0
19
0
5

2
0
19
0
8

2
0
19
1
1

2
0
20
0
2

2
0
20
0
5

2
0
20
0
8

2
0
20
1
1

2
0
21
0
2

2
0
21
0
5

2
0
21
0
8

2
0
21
1
1

2
0
22
0
2

2
0
22
0
5

コークス（販売数量、販売金額（輸入品を除く））

コークス販売金額(百万円） コークス販売数量（千ｔ）（右目盛り）

(千t)



ホームページのご利用方法

経済産業省トップページ「統計」⇒「主要統計」⇒「鉱工業」⇒「経済産業省生産動態統計調査」
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/

速報
鉱工業指数採用品目を中心に生産・出荷・在庫デー
タを掲載

確報 2022年1月調査結果から、調査事項を表形式で掲載

時系列表
調査対象品目６１ヶ月分の生産・出荷・在庫のデー
タを掲載（公表日は確報公表の翌日）

年報

・令和３年（2021年）からは単一表形式を掲載
・平成１９年（2007年）～令和２年（2020年）
までの年報は、業種別７分冊を掲載

・平成元年（1989年）～平成１８年（2006年）
までの年報は「過去の年報」をクリック


